
　

先
ず
以
て
、
謹
ん
で
聖
寿
の

万
歳
と
皇
室
の
弥
栄
を
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
神
宮

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
五
月
二

日
に
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷

宮
の
諸
祭
の
う
ち
最
初
の
重
儀

で
あ
り
ま
す
、
山
口
祭
・
木
本

祭
が
恙
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た

こ
と
御
同
慶
に
存
じ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
歴
史
あ
る
鳥
取
県

神
道
青
年
会
の
会
長
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
中
部

の
前
田
伊
都
岐
と
申
し
ま
す
。

　

こ
の
重
責
を
負
う
に
あ
た

り
、
長
い
月
日
悩
み
検
討
し
ま

し
た
。
と
申
し
ま
す
の
も
、
も

と
よ
り
浅
学
菲
才
で
あ
り
、
私

よ
り
会
長
に
ふ
さ
わ
し
い
会
員

が
多
く
在
籍
し
て
い
る
な
か

「
至
ら
な
い
」「
力
不
足
だ
」
と

感
じ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
蘆
立
前
会
長
か
ら
の
打
診

に
加
え
、
あ
る
後
輩
た
ち
か
ら

力
強
く
頼
も
し
い
言
葉
を
い
た

だ
き
、
こ
ん
な
に
か
っ
こ
い
い

後
輩
に
後
押
し
さ
れ
て
は
腹
を

決
め
る
し
か
な
い
と
。
そ
し
て

次
第
に
、
誰
も
が
経
験
で
き
る

こ
と
で
は
な
く
、
せ
っ
か
く
の

機
会
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

改
め
て
創
立
よ
り
六
十
年
を

支
え
運
営
し
て
こ
ら
れ
た
歴
代

会
長
の
名
簿
を
拝
見
し
ま
す

と
、
い
ず
れ
も
傑
物
。
こ
の
中

に
名
を
連
ね
る
に
は
力
不
足
で

は
あ
り
ま
す
が
、
大
き
く
か
か

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
周
年
の

テ
ー
マ
で
あ
る
五
十
周
年
の

『
飛
翔
』
と
六
十
周
年
の
『
つ

な
ぐ
』
を
精
一
杯
実
践
す
る
こ

と
で
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
神
社
を
取
り
巻
く
問

題
は
多
岐
に
わ
た
り
更
に
深
刻

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
何
れ
の
問
題
に
対
し
て
も

特
効
薬
の
よ
う
な
解
決
案
は
未

だ
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ

も
そ
の
よ
う
な
都
合
の
い
い
薬

は
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　

よ
く
聞
く
問
題
と
し
て
「
○

○
の
存
続
問
題
」
が
あ
り
ま

す
。
神
社
や
氏
子
組
織
、
社
家

な
ど
、
そ
の
他
に
「
会
の
存
続

問
題
」
も
あ
り
ま
す
。
全
国
に

は
、
活
動
休
止
に
瀕
し
て
い
る

単
位
会
が
あ
る
そ
う
で
す
。
そ

し
て
、
会
員
が
減
少
し
て
き
て

い
る
本
会
も
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
の
体
制
や
活

動
量
を
維
持
し
た
ま
ま
、
七
十

周
年
や
百
周
年
を
迎
え
ら
れ

る
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る

会
員
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
私
が
お
預
か
り
す
る
こ

の
二
年
間
は
、
戦
後
激
動
の
時

代
に
大
同
団
結
に
よ
り
本
会

を
発
足
さ
れ
た
当
時
に
想
い

を
馳
せ
、
子
や
孫
世
代
ま
で
安

定
的
に
維
持
し
繋
ぐ
た
め
に

今
出
来
る
こ
と
を
模
索
し
、
実

践
す
る
期
と
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動

の
先
に
『
飛
翔
』
と
『
つ
な
ぐ
』

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
戦
後
八
十
年

の
節
目
に
な
り
ま
す
。
家
族
や

国
を
守
る
た
め
に
戦
場
に
赴
か

れ
た
方
々
が
お
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
今
日
の
日
本
が
あ
り
ま

す
。
戦
火
に
散
っ
た
御
英
霊
に

感
謝
を
伝
え
、
そ
の
想
い
に
も

触
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
冒
頭
に
触
れ
ま
し

た
式
年
遷
宮
に
つ
い
て
、
前
回

同
様
『
特
別
神
領
民
』
等
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
ら
積
極
的
に
参
加
し
、

本
会
と
し
て
も
御
遷
宮
の
気
運

を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先

輩
諸
兄
に
は
平
素
か
ら
本
会
の

活
動
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と

も
御
指
導
の
ほ
ど
お
願
い
申
し

上
げ
、
甚
だ
意
を
尽
く
し
ま
せ

ん
が
、
就
任
の
御
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。
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た
多
く
の
会
員
方
に
、
心
身

共
に
負
担
を
掛
け
た
二
年
間

で
し
た
の
で
こ
の
言
葉
に
一

層
適
任
と
思
い
を
強
め
た
次

第
で
す
。
会
長
職
を
安
請
け
合

い
し
た
事
も
そ
う
で
す
が
、
神

職
と
し
て
の
覚
悟
が
定
ま
っ

て
い
な
い
事
を
改
め
て
痛
感

し
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
す
。

　

神
社
を
存
続
さ
せ
る
と
い

う
一
大
事
に
対
し
て
も
、
そ

も
そ
も
生
活
を
安
定
さ
せ
る

と
い
う
事
に
追
わ
れ
、
兼
業
、

多
忙
を
言
い
訳
に
置
き
去
り

に
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
禰

宜
以
下
の
方
は
宮
司
に
一
任

と
い
う
形
で
結
果
協
力
し
な

い
と
い
う
事
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
余
裕
の
な
い
中
、
悪
手
だ

と
分
か
っ
て
い
て
も
長
ら
く

続
け
て
き
た
手
法
で
運
営
し
、

最
低
限
の
祭
典
の
斎
行
に
つ

い
て
も
改
善
の
余
地
に
気
付

き
な
が
ら
例
年
に
倣
い
ま
す
。

奉
務
神
社
に
も
専
念
で
き
な

い
の
に
支
部
、
青
年
会
の
諸

活
動
を
求
め
ら
れ
る
の
は
考

え
ら
れ
ま
せ
ん
。
経
験
則
で

失
礼
な
が
ら
、
多
数
の
会
員
の

胸
中
は
右
の
通
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
神
社

の
存
続
を
考
え
れ
ば
、
支
部

や
地
域
、
延
い
て
は
神
宮
や
日

本
の
国
の
在
り
方
を
切
り
離

し
て
考
え
る
事
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
青
年
会
と
は
我
々

の
先
達
が
、
直
近
の
先
輩
方

が
、
今
日
ま
で
護
っ
て
き
た

も
の
を
共
に
次
へ
と
つ
な
い

で
い
く
仲
間
で
す
。

　

自
治
体
、
総
代
会
を
始
め
何

処
で
も
人
員
不
足
、
人
材
難

が
危
ぶ
ま
れ
る
昨
今
、
当
会

に
於
い
て
誰
が
ど
の
役
に
就

い
て
も
運
営
が
可
能
な
体
制

が
不
可
欠
で
す
。
会
則
、
会

計
、
継
続
事
業
も
都
度
都
度

の
見
直
し
を
行
わ
な
け
れ
ば

変
わ
り
ゆ
く
状
況
と
の
乖
離

に
後
々
難
渋
す
る
こ
と
が
見

え
て
い
ま
す
。
前
田
会
長
の

下
で
失
敗
を
恐
れ
ず
様
々
な

挑
戦
と
そ
こ
で
得
ら
れ
る
経

験
を
共
有
し
、
各
々
の
奉
務

神
社
の
運
営
に
活
か
す
事
が

で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
卒
会

し
て
も
祭
典
で
、
神
社
廳
で
、

支
部
で
今
後
も
付
き
合
っ
て

い
く
同
志
、
一
人
一
人
が
支
柱

で
あ
る
事
を
自
認
し
、
一
丸
と

な
っ
て
の
活
動
を
望
み
ま
す
。

以
上
を
以
て
退
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
っ
た
天
長
節
奉
祝
祭
も
、
本

年
は
東
中
西
そ
れ
ぞ
れ
の
会

員
が
奏
で
る
三
管
で
厳
か
に

斎
行
す
る
事
が
叶
い
ま
し
た
。

福
田
会
長
期
に
始
ま
っ
た
仲

執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

も
、
大
神
山
神
社
奥
宮
の
正

遷
座
祭
に
際
し
て
多
数
の
会

員
が
駆
け
付
け
、
一
旦
の
集

大
成
を
見
た
様
に
思
い
ま
す
。

求
心
力
も
指
導
力
も
無
く
、
行

動
指
針
も
示
さ
な
い
会
長
の

下
で
こ
れ
だ
け
の
活
動
が
で

き
た
事
に
斯
界
の
未
来
を
感

じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

当
会
の
事
を
熟
知
し
篤
い

想
い
を
持
っ
た
前
田
会
長
に

次
期
の
依
頼
を
し
た
際
、
職

責
を
全
う
す
る
事
に
不
安
が

あ
る
と
熟
考
を
重
ね
た
上
で

度
々
の
辞
退
を
申
し
出
ら
れ

ま
し
た
。
理
事
を
始
め
と
し

　

こ
の
度
、
任
期
満
了
を
以

て
鳥
取
県
神
道
青
年
会
会
長

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
に
時
が
経
っ
た
事
に
驚
き

を
感
じ
ま
す
が
、
創
立
六
十

周
年
事
業
と
し
て
の
大
山
山

頂
奉
告
祭
を
始
め
、
主
管
県

と
し
て
開
催
予
定
の
氏
子
青

年
神
道
青
年
合
同
研
修
会
の

準
備
に
当
た
る
期
で
も
あ
り

ま
し
た
。

　

顧
問
様
を
始
め
と
し
た
管

内
神
社
宮
司
様
方
の
ご
協
賛

は
元
よ
り
各
実
行
委
員
長
、

各
部
会
長
、
事
務
局
長
の
方
々

の
献
身
の
お
蔭
を
以
て
事
業

も
恙
無
く
進
み
、
周
年
事
業

も
残
す
は
周
年
誌
の
発
行
の

み
と
な
り
ま
し
た
。
衷
心
よ

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

花
田
会
長
期
か
ら
恒
例
と

前
会
長 

あ
い
さ
つ

蘆
立

　信
一
朗
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《
鳥
取
県
神
道
青
年
会
》

�

（
令
和
五
年
五
月
～
）

《
役
員
会
》

計
十一回
開
催

（
松
崎
神
社
、ウ
ェ
ブ
開
催
ほ
か
）

《
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
》

式
典
部
会

（
計
二
回
、西
部
青
年
神
職
会
活
動

と
し
て
開
催
）

八
月
二
十
七
日

●
決
起
集
会（
十
名・母
大
笑
）

九
月
十
四
日

●
書
類
発
送
作
業（
六
名
・
倭
文
神

社
）

十
二
月
九
日

●
講
演
会（
十
名
・
上
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

《
そ
の
他
事
業・対
外
行
事・研
修
等
》

五
月
十
四
日

●
令
和
五
年
度
総
会（
十
四
名
・
倉

吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
）

五
月
二
十
三
日

●
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
第一

回
理
事
会（
五
名・八
重
垣
神
社〔
島

根
県
〕）

六
月
十
日

●
第
五
十
六
回
中
国
地
区
氏
子
青

年
神
道
青
年
合
同
研
修
会（
五
名
・

防
府
天
満
宮〔
山
口
県
〕）

八
月
二
十
二
日・二
十
三
日

●
神
道
青
年
全
国
協
議
会（
以
下
、

神
青
協
）夏
期
セ
ミ
ナ
ー（一名・神
社

本
庁
）

八
月
二
十
四
日・二
十
五
日

●
鳥
取
縣
神
社
廰
教
化
部
合
同
研
修

会（
二
名・ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み
さ
さ
）

九
月
十一日

●
岡
山
県
神
道
青
年
協
議
会・鳥
取

県
神
道
青
年
会
合
同
懇
親
会（
八

名・海
鮮
居
酒
屋
握
り
の
頂
天
）

九
月
二
十
二
日

●
臨
時
総
会（
十
名・松
崎
神
社
）

九
月
二
十
六
日

●
神
青
協
国
家
平
安
祈
願
祭（
二

名・波
照
間
島〔
沖
縄
県
〕）

十一月
二
十
七
日

●
神
青
協「
現
代
社
会
の
お
け
る
神

社
の
役
割
」を
学
ぶ
ウ
ェ
ブ
研
修
会

（
二
名・ウ
ェ
ブ
開
催
）

十
二
月
九
日

●
忘
年
会（
九
名・り
ょ
う
平
）

二
月
十
八
日

●
島
根
県
神
道
青
年
協
議
会
竹
島

領
土
平
安
祈
願
祭（
二
名
・
島
根
県

神
社
庁
）

二
月
二
十
二
日

●
鳥
取
縣
神
社
廳
神
殿
祭
奉
仕（
三

名・鳥
取
縣
神
社
廳
）

二
月
二
十
三
日

●
祭
式
研
修
会
・
天
長
節
奉
祝
祭

（
十
三
名・鳥
取
縣
神
社
廳
）

二
月
二
十
七
日

●
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
第

二
回
理
事
会（
五
名・阿
智
神
社〔
岡

山
県
〕）

二
月
二
十
七
日

●
中
四
国
交
流
会（
五
名
・
倉
敷
ア

イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア〔
岡
山
県
〕）

三
月
七
日・八
日

●
神
青
協
中
央
研
修
会（一名・札
幌

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ
ー
ル

〔
北
海
道
〕）

《
若
葦
会
》

四
月
十
九
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
例
大
祭
準
備・

総
会・衣
紋
研
修（
七
名・鳥
取
縣
護

國
神
社
）

四
月
二
十
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
春
季
例
大
祭

奉
仕（
六
名・鳥
取
縣
護
國
神
社
）

八
月
五
日

●
因
幡
相
伝
楽・衣
紋
研
修（
四
名・

鳥
取
縣
護
國
神
社
）

九
月
二
十一日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
例
大
祭
準
備・

衣
紋
研
修（
七
名
・
鳥
取
縣
護
國
神

社
）

九
月
二
十
二
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭

奉
仕（
六
名・鳥
取
縣
護
國
神
社
）

二
月
九
日

●
新
年
初
会
合（
十
名
・
酒
菜
や
呵

呵
旨
）

三
月
二
十
三
日

●
若
葦
会
創
立
六
十
周
年
奉
告
祭

（
八
名・鳥
取
縣
護
國
神
社
）

三
月
二
十
四
日

●
広
島
研
修
旅
行（
六
名
・
広
島
東

照
宮〔
広
島
県
〕）

《
中
部
青
年
神
職
会
》

五
月
十
四
日

●
令
和
五
年
度
総
会（
六
名
・
倭
文

神
社
）

五
月
二
十
七
日

●
神
楽
練
習
会（
八
名・倭
文
神
社
）

六
月
十
二
日

●
第
一回
役
員
会（
五
名・ウ
ェ
ブ
開

催
）

六
月
二
十
四
日

●
神
楽
練
習
会（
八
名・倭
文
神
社
）

七
月
十
七
日

●
神
楽
練
習
会（
四
名・倭
文
神
社
）

八
月
十
二
日

●
第
二
回
役
員
会（
六
名
・
ウ
ェ
ブ 

開
催
）

八
月
二
十
七
日

●
神
楽
練
習
会（
五
名・上
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

十
月
二
十
八
日

●
神
楽
練
習
会（
五
名・倭
文
神
社
）

一月
十
八
日

●
第
三
回
役
員
会（
六
名・ウ
ェ
ブ
開

催
）

一月
二
十
七
日

●
第
四
回
役
員
会
・
神
楽
練
習
会
・

新
年
会（
六
名・倭
文
神
社
ほ
か
）

二
月
十一日

●
建
国
祭（
五
名・神
崎
神
社
）

三
月
二
十
日

●
第
五
回
役
員
会（
六
名・ウ
ェ
ブ
開

催
）

《
西
部
青
年
神
職
会
》

五
月
二
十
八
日

●
令
和
五
年
度
総
会（
十
二
名
・
美

さ
ご
）

八
月
十
八
日

●
親
睦
会（
五
名・魚
ろ
ば
た
海
座
）

九
月
二
十
四
日

●
衣
紋
研
修
会
・
第
二
回
役
員
会

（
七
名・大
神
山
神
社
）

十
月
二
十
六
日

●
第
三
回
役
員
会（
七
名
・
粟
嶋
神

社
）

十一月
十
三
日

●
第
四
回
役
員
会（
七
名
・
大
神
山

神
社
）

十
二
月
十
六
日

●
忘
年
会（
十一名・旬
門
）

三
月
十
六
日

●
第
五
回
役
員
会（
六
名
・
大
神
山

神
社
）

《
鳥
取
県
神
道
青
年
会
》

�

（
令
和
七
年
四
月
末
迄
）

《
役
員
会
》

計
十
回
開
催

（
松
崎
神
社
、ウ
ェ
ブ
開
催
ほ
か
）

《
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
》

実
行
委
員
会

（
計
十
二
回
、主
に
役
員
会
と
併
せ

て
開
催
）

事
業
部
会

（
計
三
回
、中
部
青
年
神
職
会
活
動

と
し
て
開
催
）

式
典
部
会

（
計
五
回
、西
部
青
年
神
職
会
活
動

と
し
て
開
催
）

五
月
十
六
日

●
記
念
式
典
会
場
下
見（
三
名・Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
）

五
月
二
十
六
日

●
大
山
山
頂
奉
告
祭（
十
七
名
・
大

山
山
頂
）

八
月
四
日

●
浦
安
の
舞
講
習
会（
七
名・上
井
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

九
月
七
日

●
記
念
式
典
準
備
作
業・神
社
清
掃

奉
仕（
十
三
名・鎮
霊
神
社
）

九
月
七
日

●
記
念
式
典
壮
行
会
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

（
十
二
名・鎮
霊
神
社
）

令
和
五
年
度
　
活
動
記
録

令
和
六
年
度
　
活
動
記
録
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事
業
巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会（一

名・神
宮
）

六
月
四
日

●
福
島
県
神
道
青
年
会
創
立

七
十
五
周
年
記
念
式
典（一名・郡
山

市〔
福
島
県
〕）

六
月
八
日

●
第
五
十
七
回
中
国
地
区
氏
子
青

年
神
道
青
年
合
同
研
修
会（
十
名
・

松
江
テ
ル
サ〔
島
根
県
〕）

六
月
十
九
日・二
十
日

●
神
青
協
創
立
七
十
五
周
年
記
念

事
業
北
方
領
土
早
期
復
帰
祈
願
祭

（
二
名・納
沙
布
岬〔
北
海
道
〕）

八
月
二
十
二
日・二
十
三
日

●
神
青
協
夏
期
セ
ミ
ナ
ー（
一名・神

社
本
庁
）

八
月
二
十
七
日・二
十
八
日

●
鳥
取
縣
神
社
廳
教
化
部
合
同
研

修
会（
七
名
・
ブ
ラ
ン
ナ
ー
ル
み
さ

さ
）

九
月
五
日・六
日

●
神
青
協
創
立
七
十
五
周
年
記
念

事
業
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭（
四

名・隠
岐
の
島〔
島
根
県
〕）

九
月
二
十
五
日

●
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
第

四
回
理
事
会（
十
名・宇
倍
神
社
）

十
月
七
日

●
北
海
道
神
道
青
年
協
議
会
創
立

七
十
五
周
年
記
念
式
典（一名・札
幌

市〔
北
海
道
〕）

十
月
九
日

●
青
森
県
神
道
青
年
会
創
立
七
十

周
年
記
念
式
典（
一
名
・
青
森
市〔
青

森
県
〕）

十
月
十
三
日

●
青
年
神
職
仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
石
見
神
社
例
祭
助
勤
奉
仕（
一

名・石
見
神
社
）

●
青
年
神
職
仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
大
神
山
神
社
奥
宮
本
殿
遷
座

祭
助
勤
奉
仕（
十
五
名
・
大
神
山
神

社
奥
宮
）

十
月
十
四
日

●
青
年
神
職
仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
大
神
山
神
社
奥
宮
本
殿
遷
座

奉
祝
祭
助
勤
奉
仕（
五
名
・
大
神
山

神
社
奥
宮
）

十
月
二
十一日

●
全
國
戦
歿
學
徒
を
追
悼
す
る
会

主
催「
全
國
戦
歿
學
徒
追
悼
祭
」（
二

名・南
あ
わ
じ
市〔
兵
庫
県
〕）

十一月
十
九
日

●
神
青
協
臨
時
総
会（
三
名
・
神
社

本
庁
）

十一月
二
十
八
日・二
十
九
日

●
神
青
協「
光
舞
」講
習
会（一名・國

學
院
大
學〔
東
京
都
〕）

二
月
十
六
日

●
島
根
県
神
道
青
年
協
議
会
竹
島

領
土
平
安
祈
願
祭
並
び
に
時
局
問

題
講
演
会（
三
名・島
根
県
神
社
庁
）

二
月
二
十一日

●
鳥
取
縣
神
社
廳
神
殿
祭
奉
仕（
三

名・鳥
取
縣
神
社
廳
）

二
月
二
十
三
日

●
天
長
節
奉
祝
祭（
十一名・鳥
取
縣

神
社
廳
）

●
臨
時
総
会（
十
二
名
・
鳥
取
縣
神

社
廳
）

三
月
十
日

●
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
第

五
回
理
事
会（
四
名・速
谷
神
社〔
広

島
県
〕）

三
月
十
八
日・十
九
日

●
神
青
協
神
宮
研
修
会（
二
名
・
神

宮
）

四
月
二
十
二
日

●
神
青
協
定
例
総
会（
三
名
・
神
社

本
庁
）

四
月
二
十
五
日

●
監
査
会（
五
名・松
崎
神
社
）

《
若
葦
会
》

四
月
二
十一日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
例
大
祭
準
備・

総
会・衣
紋
研
修（
七
名・鳥
取
縣
護

國
神
社
）

四
月
二
十
ニ
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
春
季
例
大
祭

奉
仕（
六
名・鳥
取
縣
護
國
神
社
）

七
月
十
三
日

●
三
角
山
神
社
復
旧
作
業
奉
仕
・

役
員
会・懇
親
会（
六
名・三
角
山
神

社
、居
酒
屋
し
ま
む
ら
）

九
月
十
九
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
例
大
祭
準
備・

衣
紋
研
修（
八
名
・
鳥
取
縣
護
國
神

社
）

九
月
二
十
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭

奉
仕（
六
名・鳥
取
縣
護
國
神
社
）

十
月
十一日

●
役
員
会（
五
名
・
鳥
取
縣
護
國
神

社
）

十
月
二
十
五
日

●
鳥
取
縣
護
國
神
社
例
大
祭
奉
仕

慰
労
会（
八
名・焼
肉
す
だ
く
）

二
月
七
日

●
新
年
初
会
合（
六
名
・
酒
菜
や
呵

呵
旨
）

《
中
部
青
年
神
職
会
》

四
月
二
十
八
日

●
令
和
六
年
度
総
会（
六
名
・
君
想

う
ツ
バ
メ
の
暮
ら
し
）

一月
二
十
六
日

●
神
楽
練
習
会・役
員
会（
八
名・倭

文
神
社
）

●
新
年
会（
十
名・蕎
麦
酒
房
つ
な
ぎ

や
）

二
月
十一日

●
建
国
祭（
七
名・上
小
鴨
神
社
）

●
中
部
支
部
建
国
祭
奉
仕（一名・鎮

霊
神
社
）

《
西
部
青
年
神
職
会
》

六
月
四
日

●
第一回
役
員
会（
六
名・大
神
山
神

社
）

六
月
二
十
二
日

●
令
和
六
年
度
総
会（
九
名
・
美
さ

ご
）

八
月
八
日

●
第
二
回
役
員
会（
六
名
・
粟
嶋
神

社
）

九
月
二
十
六
日

●
定
例
勉
強
会（
九
名・粟
嶋
神
社
）

十
月
三
十一日

●
定
例
勉
強
会（
五
名
・
大
神
山
神

社
）

十一月
二
十一日

●
定
例
勉
強
会（
六
名
・
大
神
山
神

社
）

十一月
二
十
七
日

●
第
三
回
役
員
会（
七
名
・
大
神
山

神
社
）

十
二
月
十
九
日

●
定
例
勉
強
会（
六
名・粟
嶋
神
社
）

十
二
月
二
十
日

●
忘
年
会（
七
名・や
き
と
り
屋
す
み

れ
米
子
店
）

十一月
二
十
五
日

●
記
念
式
典
予
行
練
習（
十
六
名・Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
）

十
二
月
八
日

●
創
立
六
十
周
年
記
念
式
典

（
二
十
三
名
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
）

《
第
五
十
八
回
中
国
地
区

�

氏
子
青
年
神
道
青
年
合
同
研
修
会
》

実
行
委
員
会　
計
八
回
開
催

（
県
内
各
地
、ウ
ェ
ブ
開
催
ほ
か
）

十
月
十一日

●
書
類
発
送
準
備
作
業（
五
名
・
鳥

取
縣
護
國
神
社
）

《
そ
の
他
事
業・対
外
行
事・研
修
等
》

四
月
十
八
日

●
監
査
会（
五
名・松
崎
神
社
）

四
月
二
十
三
日

●
神
青
協
創
立
七
十
五
周
年
記
念

大
会（
二
名
・
明
治
記
念
館〔
東
京

都
〕）

四
月
二
十
四
日

●
神
青
協
定
例
総
会（
三
名
・
神
社

本
庁
）

五
月
十
七
日

●
令
和
六
年
度
総
会（
十
六
名・Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
）

五
月
十
八
日

●
鳥
取
県
女
子
神
職
会
結
成
四
十

周
年
記
念
式
典（
一名・米
子
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
）

五
月
二
十一日

●
中
国
五
県
青
年
神
職
協
議
会
第

三
回
理
事
会（
四
名
・
山
口
県
神
社

庁
）

五
月
二
十
八
日・二
十
九
日

●
神
青
協
創
立
七
十
五
周
年
記
念
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当
会
で
は
、
令
和
四
年
度

よ
り
「
神
社
と
青
年
神
職　

仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
祭

典
に
際
し
て
人
手
が
足
り
な

い
」
と
い
う
県
内
の
神
社
と
、

「
い
ろ
い
ろ
な
神
社
で
奉
仕
し

て
研
鑚
を
積
み
た
い
」
と
い
う

青
年
神
職
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
、

依
頼
の
あ
っ
た
神
社
へ
助
勤
奉

仕
と
し
て
会
員
を
派
遣
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　

こ
の
度
、
大
神
山
神
社
よ
り

ご
依
頼
を
受
け
、
去
る
十
月

十
三
日
（
日
）、
同
奥
宮
（
西

伯
郡
大
山
町
大
山
一
）
の
本
殿

遷
座
祭
並
び
に
末
社
・
下
山

神
社
の
仮
殿
遷
座
祭
に
当
会

会
員
十
三
名
が
助
勤
奉
仕
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

社
同
時
遷
座
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
神
職
が
必
要

と
い
う
中
で
、
当
会
に
お
声
を

か
け
て
頂
い
た
次
第
で
す
。
伯

耆
富
士
と
も
呼
ば
れ
、
国
内

有
数
の
霊
峰
と
し
て
名
高
い
大

山
の
中
腹
に
鎮
座
す
る
大
神

山
神
社
奥
宮
、
そ
の
遷
座
祭

と
い
う
大
変
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
、
神
職
と
し
て
多
く
の

経
験
値
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

兼
業
の
多
い
鳥
取
県
の
青
年

神
職
に
と
っ
て
、
自
分
の
所
属

し
て
い
る
地
区
・
分
会
以
外
の

神
社
で
奉
仕
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
機
会
は
そ
う
多
く
あ
り
ま

せ
ん
。
私
自
身
、
大
山
町
在

住
な
が
ら
、
中
部
所
属
の
為
、

同
神
社
へ
の
奉
仕
は
今
回
が
初

め
て
と
な
り
ま
し
た
。
他
地

域
で
の
助
勤
と
い
う
緊
張
感
の

中
で
、
任
さ
れ
た
所
役
を
果

た
し
、
祭
典
を
滞
り
な
く
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
集
中
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
県
内
の
若
手
神
職
の
研
鑚

の
良
い
機
会
と
な
る
よ
う
、
続

け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

�

（
亀
谷
神
社　

池
本
圭
一
）

「神社と青年神職　仲執り持ちプロジェクト」

　当会では、祭典助勤のための青年神職派遣
事業を行っております。若手神職に研鑚の場
をご提供頂きますよう、皆様からの申し込み
をお待ちしています。
　詳しくはホームページをご覧いただくか、
お近くの青年会会員にお声かけ下さい。

仲
執
り
持
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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祭
典
奉
仕
を
通
し
て

研
鑽
を
積
み
た
い
！

人
手
が
足
り
な
い
か
ら

手
伝
っ
て
ほ
し
い
！



　

本
周
年
は
主
題
を
「
神
主
は　

な
ぜ
つ
な
ぐ
」
と
し
、
会
員
一
人
ひ
と
り
が
な
ぜ
神
主
と
し
て
つ
な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
考
え
る
、
そ
の
よ
う
な
思
い
で

様
々
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
諸
事
業
に
加
え
て
鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
六
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
も
行
い
ま
す
。

　

大
山
を
登
拝
し
山
頂
に
て
当
会
創
立
六
十

周
年
記
念
奉
告
祭
を
行
い
ま
し
た
。
準
備
に

あ
た
っ
て
は
関
係
各
所
へ
の
了
承
を
得
て
安

全
に
対
し
て
は
何
度
も
会
議
を
重
ね
て
検
討

し
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
十
七
名
に
加
え
て

花
田
監
事
の
御
子
息
が
参
加
。
天
候
に
恵
ま

れ
山
岳
ガ
イ
ド
の
方
と
と
も
に
行
者
ル
ー
ト

を
登
り
ま
し
た
。
お
よ
そ
三
時
間
か
け
て
登

り
、
多
く
の
登
山
客
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
蘆

立
会
長
斎
主
の
も
と
で
祭
典
を
斎
行
し
ま
し

た
。
そ
の
後
無
事
に
全
員
が
下
山
し
、
大
神

山
神
社
奥
宮
を
参
拝
し
て
怪
我
無
く
全
行
程

を
終
え
た
こ
と
に
感
謝
の
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
会
員
同
士
の
絆
が
深
ま
り
、
一
人
ひ
と

り
が
山
へ
の
信
仰
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
に
て
開
催
し
、

式
典
で
は
ご
来
賓
を
代
表
し
て
鳥
取
縣
神
社
廳
廳
長

の
米
原
尊
仁
様
と
神
道
青
年
全
国
協
議
会
会
長
の
大

鳥
居
良
人
様
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た

歴
代
会
長
の
三
名
へ
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
民
俗
学
者
で
あ
る
神
崎
宣
武
様
に
ご

講
演
賜
り
、「
つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
今
後
青
年
神
職

が
何
を
つ
な
い
で
い
く
べ
き
な
の
か
を
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
記
念
祝
賀
会
で
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
し
て
大

山
山
頂
奉
告
祭
の
動
画
を
放
映
し
た
後
、
清
興
と
し

て
大
山
僧
兵
太
鼓
の
演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
蘆
立
会

長
の
挨
拶
の
後
、
金
田
祐
季
先
輩
よ
り
乾
杯
の
ご
発

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
神
青
協
次
期
会
長
の

北
方
宏
和
様
の
ご
挨
拶
、
福
田
靖
直
前
会
長
の
中
締

め
が
あ
り
ま
し
て
、
無
事
盛
会
の
ま
ま
に
終
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

▲創立60周年記念行事

▲日本の「八百万の神々」

ホームページも
ご覧ください

鳥
取
県
神
道
青
年
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

創
立
六
十
周
年
記
念
奉
告
祭
令
和
六
年
五
月
二
十
六
日

令
和
六
年
十
二
月
八
日

創
立
六
十
周
年
記
念
式
典
並
び
に
記
念
講
演
・
祝
賀
会
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●
講
座
の
開
催

�

　
令
和
五
年
十
二
月
九
日

　

鳥
取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
の
原
島
知
子
先
生
を
お
招

き
し
て
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
鳥
取
県
に
お
け
る
青
少
年
と

民
俗
行
事
、
神
賑
行
事
」
と

題
し
て
、
県
内
に
青
少
年
が
関

わ
る
神
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

鳥
取
中
央
育
英
高
校

「
地
域
探
究
」
授
業
へ
の
参
加
　

令
和
六
年
四
月
か
ら
令
和
七
年
二
月

　

鳥
取
中
央
育
英
高
校
の
「
地

域
探
究
」
の
授
業
へ
青
年
会
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
の

伝
統
行
事
が
抱
え
る
課
題
へ
高

校
生
が
着
目
し
、
解
決
方
法
を

探
る
と
い
う
主
旨
で
行
わ
れ
た

本
授
業
に
て
、
高
校
生
た
ち
は

北
栄
町
の
由
良
だ
ん
じ
り
に
つ

い
て
実
際
に
話
を
聞
き
な
が
ら

行
事
に
触
れ
ま
し
た
。
ま
た
和

太
鼓
を
練
習
し
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
に
て
披
露
す
る
こ
と
で

地
域
の
方
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。

浦
安
の
舞
講
習
会
実
施

�

　
令
和
六
年
八
月
四
日

　

今
後
各
神
社
で
浦
安
の
舞
の

指
導
者
を
担
う
青
年
会
員
を
対

象
に
、
照
國
神
社
宮
司
福
田
恭

子
様
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
は

じ
め
に
講
師
よ
り
浦
安
の
舞
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
い
た

後
、
経
験
者
は
鈴
の
舞
、
未
経

験
者
は
扇
の
舞
を
そ
れ
ぞ
れ
ご

指
導
い
た
だ
い
て
最
後
に
相
互

で
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

先
日
、
神
社
本
庁
で

行
わ
れ
た
神
青
協
定
例

総
会
に
て
、「
神
話
ポ

ス
タ
ー
・
ポ
ス
ト
カ
ー

ド
作
成
事
業
」
が
令
和

六
年
度
優
秀
広
報
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

鳥
取
県
出
身
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
民
話
や
伝
説
を
テ
ー
マ
に
紙
芝

居
な
ど
を
制
作
さ
れ
て
い
る
お
く
む
ら
の
り
こ
様
に
依
頼
し
、
神

話
と
神
様
の
イ
ラ
ス
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。
こ
の
か
わ
い
ら
し
い

イ
ラ
ス
ト
は
ポ
ス
タ
ー
と
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し

て
、
県
内
宮
司
の
皆
様
に
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
県
神

青
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
様
の
イ
ラ
ス
ト
に

加
え
て
会
員
の
考
え
た
神
様
の
説
明
文
も
掲
載
し
て
お
り
、
該
当

ペ
ー
ジ
か
ら
は
鳥
取
縣
神
社
廳
の
神
社
検
索
ペ
ー
ジ
へ
移
動
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
六
年
十
一
月
発
行

「 

青
少
年
と
民
俗 

」
諸
事
業

神
話
イ
ラ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー
、

　
　
　
　
　
　
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
作
成

神
道
青
年
会
全
国
協
議
会
令
和
六
年
定
例
表
彰
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優
秀
広
報
賞
受
賞

優
秀
広
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受
賞



六
十
周
年
奉
告
祭

　
　
　
　
並
び
周
年
研
修
旅
行

　

若
葦
会
は
令
和
五
年
に
創
立

六
十
周
年
を
迎
え
、
令
和
六
年

三
月
二
十
三
日
に
鳥
取
縣
護
國

神
社
に
て
六
十
周
年
奉
告
祭
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
奉
告
祭
に

お
い
て
は
祭
式
や
相
伝
楽
な
ど

研
鑽
を
積
ん
で
き
た
研
修
の
成

果
を
発
揮
し
、
ま
た
剣
の
舞
を

習
得
し
た
会
員
に
よ
る
奉
納
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

翌
二
十
四
日
は
広
島
市
の
広

島
東
照
宮
を
訪
問
し
ま
し
た
。

因
幡
地
方
及
び
但
馬
地
方
を

中
心
に
舞
わ
れ
て
い
る
麒
麟
獅

子
舞
が
伝
わ
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
正
式
参
拝
の
後
、
広
島
東

照
宮
麒
麟
獅
子
舞
保
存
会
の

方
々
と
対
談
で
き
る
機
会
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
保
存
会
の
皆

様
の
次
代
へ
繋
ぐ
と
い
う
思
い
も

強
く
感
じ
、
因
幡
地
方
の
神
職

の
将
来
を
担
う
我
々
会
員
も
伝

統
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と
の
意
義

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
度
、
六
十
周
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
様
々
な
方

の
ご
指
導
の
賜
物
で
あ
り
、
先

輩
諸
兄
よ
り
受
け
継
い
で
き
た
つ

な
が
り
を
更
に
若
い
世
代
の
神
職

に
繋
い
で
い
け
る
よ
う
相
互
協
力

し
な
が
ら
会
員
一同
で
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
姫
路
神
社　

長
田
篤
典
）

単
位
会
の
活
動
報
告

◆
若
葦
会

◆
中
部
青
年
神
職
会

◆
西
部
青
年
神
職
会

　

中
部
青
年
神
職
会
は
、
会
員

は
少
な
い
で
す
が
、
声
を
掛
け

合
い
協
力
し
な
が
ら
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

二
月
に
は
倉
吉
市
の
上
小
鴨

神
社
に
て
建
国
祭
を
ご
奉
仕
し

ま
し
た
。
雪
が
積
も
り
足
下
も

悪
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

七
名
の
会
員
が
参
加
し
、
総
代

長
さ
ん
に
も
参
列
し
て
い
た
だ

き
、
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

九
月
に
は
中
部
青
神
主
催
で
県

神
青
会
員
に
声
を
掛
け
、
倉
吉

市
の
鎮
霊
神
社
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
行
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
定
期
的
に
神
楽

練
習
会
と
し
て
奏
楽
、
舞
の
練

習
を
行
って
い
ま
す
。
青
神
会
員

以
外
の
参
加
も
あ
り
、
交
流
の

場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
練
習
の

成
果
と
し
て
、
建
国
祭
と
四
月

十
四
日
の
鎮
霊
神
社
の
招
魂
祭

の
前
夜
祭
で
、
舞
と
奏
楽
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
会
員
の
増
加
に
努

め
、
神
楽
練
習
会
の
継
続
を
行

い
、
新
し
い
事
業
等
も
行
え
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
上
小
鴨
神
社　

井
上
雅
也
）

　

西
部
青
年
神
職
会
で
は
、
毎

月
の
定
例
勉
強
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
ま
ず
は
会
員
向
け
に
神

社
奉
務
に
関
わ
る
困
り
ご
と
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム

に
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
普
段

抱
え
て
い
る
問
題
や
な
か
な
か

聞
き
に
く
い
疑
問
点
な
ど
を
集

め
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
普
段
集
ま
り
へ
の
参

加
が
難
し
い
会
員
か
ら
も
返
答

を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
「
氏
子

総
代
と
の
関
わ
り
」「
奉
務
神

社
の
護
持
運
営
」
と
い
う
大

き
な
テ
ー
マ
か
ら
、
衣
紋
、
奏

楽
、
外
祭
、
紙
垂
や
弊
串
の
奉

製
な
ど
と
い
う
具
体
的
な
も
の

ま
で
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
勉
強
会
を
開

き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
参
考

に
な
り
そ
う
な
事
例
な
ど
を
話

し
合
い
ま
し
た
。
同
じ
青
年
神

職
と
は
いっ
て
も
、
各
会
員
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
立
場
、
今

ま
で
の
経
験
が
大
き
く
異
な
る

た
め
、
様
々
な
意
見
が
出
て
有

意
義
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
後
の
勉
強
会
で
は
、

衣
紋
や
地
鎮
祭
、
神
葬
祭
を
取

り
上
げ
、
具
体
的
な
学
び
を
深

め
実
践
に
結
び
付
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

�（
上
津
守
神
社　

安
達
真
希
子
）
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青
神
だ
け
が
動
く
わ
け
で
は
な

く
、
中
国
地
区
と
し
て
み
ん
な

で
関
わ
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

山
口
青
神
が
主
導
す
る
部
分
も

多
い
で
す
が
、
当
日
の
諸
役
な

ど
他
四
県
も
担
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
部
分
は
山
ほ
ど
あ
り
ま

す
。
氏
青
神
青
も
そ
う
で
す
が

研
修
会
運
営
そ
の
も
の
が
研
修

で
あ
り
、
こ
う
し
た
大
規
模
な

研
修
会
で
な
い
と
聞
け
な
い
お

話
は
貴
重
な
学
び
と
な
り
ま

す
。
ど
う
か
今
後
も
中
国
地
区

と
神
青
協
に
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
て
、
令
和
七
、八
年

度
遷
宮
委
員
と
し
て
出
向
す
る

小
森
泰
治
君
へ
の
ご
支
援
ご
協

力
も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

神
青
協
地
区
理
事

�

を
終
え
て

令
和
五
、六
年
度　
地
区
理
事
報
告

　

令
和
五
年
一
月
の
第
一
回
神

青
協
役
員
予
定
者
会
議
に
始
ま

り
、
令
和
七
年
五
月
の
中
国
五

県
神
青
理
事
会
ま
で
の
お
よ
そ

二
年
半
に
わ
た
り
、
神
青
協
地

区
理
事
並
び
に
中
国
五
県
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
令
和
五
、六
年
度
は
神
青

協
の
七
十
五
周
年
に
あ
た
る
タ

イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
周
年
大
会

を
は
じ
め
、
波
照
間
島
、
納
沙

布
岬
、
隠
岐
の
島
で
の
祈
願
碑

祭
典
な
ど
日
本
各
地
で
事
業
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
全

て
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
、
健
康
に
任
を
終
え
ら
れ

た
こ
と
に
ま
ず
は
ほ
っ
と
し
て

お
り
ま
す
。
ひ
と
え
に
、
出
向

者
へ
の
助
成
を
は
じ
め
様
々
な

面
で
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
青
年
会
や
先
輩
の
皆
さ
ま

の
お
陰
で
ご
ざ
い
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

地
区
理
事
と
し
て
は
、
奉
務

神
社
の
例
祭
と
重
な
っ
た
日
程

以
外
は
全
て
の
役
員
会
に
出
席

致
し
ま
し
た
。
役
員
会
の
内
容

は
当
然
各
県
に
も
関
係
し
て
く

る
も
の
で
あ
る
た
め
、
神
青
協

が
い
ま
何
を
話
し
合
い
、
今
後

ど
う
し
た
い
の
か
を
し
っ
か
り

と
自
分
の
中
で
咀
嚼
し
、
五
県

理
事
の
皆
さ
ま
へ
正
し
く
伝
わ

る
よ
う
丁
寧
に
報
告
を
続
け
て

参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
七
十
五

周
年
に
関
連
し
て
物
故
者
名
簿

の
作
成
や
協
賛
者
名
簿
の
確
認

な
ど
、
各
県
の
事
務
局
に
は
例

年
以
上
に
資
料
作
成
と
確
認
を

お
願
い
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ

も
迅
速
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
国
地
区
の
会
長
と
し
て

は
、
五
名
の
県
会
長
と
各
県

の
理
事
の
皆
さ
ま
に
助
け
ら
れ

支
え
ら
れ
た
二
年
半
で
あ
り
ま

し
た
。
各
地
の
祈
願
碑
祭
典

や
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
等
に
も
毎
回

各
県
よ
り
ご
参
加
を
い
た
だ
き

地
元
開
催
と
な
る
隠
岐
の
島
で

の
「
竹
島
領
土
平
安
祈
願
祭
」

で
は
三
十
名
近
い
中
国
地
区
会

員
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
募
集
前
は
、
果

た
し
て
ど
の
く
ら
い
集
ま
っ
て
も

ら
え
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、

全
体
参
加
者
七
十
五
名
の
う
ち

三
十
名
が
中
国
地
区
と
い
う
こ

と
で
大
変
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、

ま
た
誇
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

こ
れ
も
各
県
の
会
長
や
理
事
の

皆
さ
ま
か
ら
会
員
へ
働
き
か
け

て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
あ
ろ
う

と
感
謝
致
し
ま
す
。

　

五
県
理
事
会
の
目
的
の
一
つ

に
会
員
ど
う
し
の
親
睦
交
流
を

図
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
私

は
こ
れ
も
大
事
な
目
的
だ
と
捉

え
て
お
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
五
類
移
行
に
伴
い
、
今
期

は
従
来
通
り
各
県
持
ち
回
り
に

よ
る
理
事
会
の
開
催
が
実
現
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
神
青
協
の

祈
願
碑
祭
典
や
七
十
五
周
年
記

念
大
会
な
ど
、
節
目
と
な
る
行

事
も
重
な
り
、
集
う
機
会
が

度
々
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
び

に
、
懇
親
の
場
を
必
ず
設
け
る

よ
う
心
が
け
、
交
流
を
深
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
五
名
の
県
会

長
の
事
業
参
加
率
の
高
さ
も
あ

り
、
各
県
ど
う
し
し
っ
か
り
と

交
流
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
八
年
度
は
中
央

研
修
会
が
中
国
地
区
山
口
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
山
口

�

小
田
　
成
範

神道青年全国協議会

https://www.shinseikyo.net/
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り
ま
す
。
何
卒
御
指
導
御
鞭
撻

の
程
宜
し
く
御
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

氏　
　

名　

大
樂 

貴
志�

奉
務
神
社　

深
浦
神
社

　

米
子
市
に
鎮
座
致
し
ま
す
深

浦
神
社
に
て
禰
宜
と
し
て
奉
仕

し
て
お
り
ま
す
。

　

数
年
前
に
神
職
資
格
を
習
得

し
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
ま
だ

神
社
界
や
神
職
に
つ
い
て
右
も

左
も
分
か
ら
な
い
状
態
で
は
あ

り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
や
氏
子

の
皆
様
か
ら
ご
指
導
や
ご
鞭
撻

を
頂
き
つつ
、
神
職
と
し
て
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

神
明
奉
仕
に
精
一杯
励
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

【
西
部
青
年
神
職
会
】

氏　
　

名　

足
賀 

司
朗�

奉
務
神
社　

賀
茂
神
社
天
満
宮

　

米
子
市
加
茂
町
鎮
座
の
賀
茂

神
社
天
満
宮
に
て
権
禰
宜
と
し

て
御
奉
仕
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
暫
く
岡
山
の
神
社
に
て

奉
職
し
、
五
年
程
前
に
米
子
に

戻
って
参
り
ま
し
た
が
、
丁
度
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
し
出
し
た

頃
に
当
た
り
、
青
年
会
の
各
種

活
動
等
も
中
止
の
や
む
無
き
に

よ
り
、
殆
ど
参
加
の
機
会
を
持

て
ず
に
お
り
ま
し
た
。
何
分
に

も
経
験
浅
く
、 

生
来
引
っ
込
み

思
案
な
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
確
り
経
験
を
積
み
、

神
職
と
し
て一
層
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
若

輩
者
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ゲ
ー
テ

の
言
「
有
能
な
人
は
、
常
に
学

ぶ
人
で
あ
る
」を
心
に
も
ち
つつ
、

分
か
ら
な
い
こ
と
を
実
務
の
中
で

学
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
氏
子
崇
敬
者

の
皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
中
部
青
年
神
職
会
】

氏　
　

名　

池
本　

旭�

奉
務
神
社　

方
見
神
社

　

熱
田
神
宮
学
院
の
二
年
間
の

研
修
生
活
を
経
て
、
故
郷
、
鳥

取
県
の
方
見
神
社
に
て
奉
仕
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
祭
祀
事

な
ど
で
多
く
の
先
輩
神
主
様
と

関
わ
る
機
会
が
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。不
慣
れ
な
事
が
多
々

あ
る
と
思
い
ま
す
が
日
々
学
び
、

れ
で
す
が
、
ご
縁
あ
り
ま
し
て

宇
倍
神
社
に
て
ご
奉
仕
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
國
學

院
大
學
に
て
神
職
資
格
を
取
得

し
、
学
生
時
代
は
雅
楽
サ
ー
ク

ル
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
鳥
取
に
独
自
の
楽
が
伝
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　

何
分
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

氏　
　

名
　
宮
永 

大
瑚�

奉
務
神
社
　
潮
津
神
社

　

昨
年
三
月
ま
で
関
西
に
出
て

お
り
ま
し
て
、
こ
の
度
地
元
で

あ
る
鳥
取
に
戻
り
、
潮
津
神
社

に
て
奉
仕
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

【
若
葦
会
】

氏　
　

名　

伊
福
部
崇
司�

奉
務
神
社　

口
佐
治
神
社

　

皇
學
館
大
学
を
卒
業
し
、
口

佐
治
神
社
に
て
ご
奉
仕
し
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
の
身

で
す
が
、
誠
心
誠
意
ご
奉
仕
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
ご
指
導
の

程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

氏　
　

名　

簱
野 

真
依�

奉
務
神
社　

宇
倍
神
社

　

東
京
出
身
で
あ
り
、
実
家
も

神
社
で
は
無
い一
般
家
庭
の
生
ま

第22号 令和 7年 5月25日　（10）鳥 取 神 青 通 信

新
人
会
員
紹
介



【
若
葦
会
】

　
鳥
取
神
青
退
会
挨
拶

�

金
田　
祐
季

　

鳥
取
県
神
道
青
年
会
四
十
五

周
年
記
念
事
業
に
て
、
若
葦
会

で
は
「
二
十
年
後
の
神
社
と
神

職
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
ぶ
つ
け
た
議

論
の
内
容
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま

ま
、
活
動
報
告
と
し
て
発
表
し

た
。
そ
の
中
で
、
今
な
お
強
烈

に
焼
き
付
い
て
い
る
の
が
、

「
二
十
年
後
の
暗
い
未
来
」
を

議
論
し
た
こ
と
。
我
々
に
と
っ

て
最
悪
の
未
来
と
は
。
氏
神
信

仰
が
失
わ
れ
、
社
家
が
断
絶

し
、
神
宮
式
年
遷
宮
へ
の
奉
賛

は
皆
無
、
そ
し
て
国
柄
は
喪
失

し
て
い
く
。
あ
れ
か
ら
十
数

年
、
残
念
な
が
ら
氏
神
信
仰
・

社
家
存
続
は
、
あ
の
日
想
像
し

た
暗
い
未
来
へ
と
進
行
中
だ
。

　

私
は
、
暗
い
未
来
へ
の
防
波

堤
に
は
な
れ
ず
、
ま
し
て
や
、

青
年
か
ら
中
年
へ
と
な
っ
た

今
、
二
十
年
先
な
ど
想
像
で
き

な
い
。
目
先
ば
か
り
に
気
を
取

ら
れ
、
さ
ら
に
年
を
重
ね
れ

ば
、
き
っ
と
地
位
や
名
誉
、
自

ら
の
保
身
に
明
け
暮
れ
る
よ
う

に
な
る
の
だ
ろ
う
と
、
自
身
の

最
悪
の
未
来
が
み
え
て
き
た
。

　

な
の
で
青
年
会
引
退
で
す
。

時
代
を
作
る
の
は
中
年
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
若
者
で
す
。
鳥
取

県
神
道
青
年
会
が
未
来
永
劫
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願
っ

て
い
ま
す
。

　
卒
会
に
あ
た
っ
て

�

岸
本　
航

　

思
え
ば
、
私
が
鳥
取
県
神
道

青
年
会
の
会
員
に
な
っ
た
き
っ

【
中
部
青
年
神
職
会
】

か
け
は
、
西
部
で
開
催
さ
れ
た

中
央
研
修
会
で
し
た
。
二
十
歳

の
時
に
京
都
國
學
院
を
卒
業
し

て
若
葦
会
員
に
な
り
、
若
葦
の

先
輩
方
に
誘
わ
れ
て
、
中
央
研

修
会
開
催
の
実
行
委
員
会
に
参

加
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

当
時
の
先
輩
方
は
と
て
も
大
人

に
見
え
て
、
今
、
自
分
が
卒
会

と
思
う
と
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
青
年
会
に
関
わ
ら
せ

て
い
た
だ
い
た
二
十
数
年
は
、

鳥
取
県
、
中
国
地
方
の
お
宮
、

神
職
の
縦
と
横
の
つ
な
が
り

と
、
青
年
会
に
入
っ
て
い
な
け

れ
ば
経
験
で
き
な
い
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

現
会
員
の
皆
も
、
色
々
な
経

験
を
し
て
歳
を
重
ね
た
時
に
、

過
去
の
出
来
事
で
盛
り
上
が
れ

る
よ
う
に
、
良
く
も
悪
く
も
思

い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

昨
年
、
久
し
ぶ
り
に
六
十
周

年
式
典
、
懇
親
会
に
参
加
し

て
、
改
め
て
鳥
取
県
神
道
青
年

会
の
良
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
一
つ
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
中
部
青
年
神
職
会
】

　
卒
会
を
迎
え
て

�

渡
邊　
香
里

　

私
が
神
青
に
参
加
し
た
の
は

先
輩
方
が「
中
央
研
修
会
を

鳥
取
に
招
致
し
よ
う
」と
精
力

的
に
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た

時
分
で
、委
員
会
で
は
譲
れ
な

い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
が
故
の
白

熱
し
た
議
論
が
続
き
、毎
回
午

前
様
で
し
た
。そ
の
情
熱
に
圧

倒
さ
れ
、分
か
ら
な
い
な
が
ら

も
何
か
し
よ
う
と
必
死
で
走

り
回
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
二
十
年
余
。
私
も

事
業
の
委
員
を
幾
度
と
な
く
経

験
し
、
卒
会
を
迎
え
ま
し
た
。

今
し
み
じ
み
と
神
青
の
活
動
は

神
職
と
し
て
、
ま
た
宮
司
と
し

て
一
人
前
に
な
る
為
の
練
習
を

す
る
場
所
だ
っ
た
の
だ
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
運
営
は
面
倒
で
大
変

な
事
ば
か
り
で
す
が
、
神
青
だ

か
ら
こ
そ
「
失
敗
」
を
許
さ
れ

る
と
い
う
強
み
が
あ
り
ま
す
。

是
非
会
員
皆
さ
ん
に
は
神
青
活

動
中
に
沢
山
失
敗
を
し
て
沢
山

怒
ら
れ
て
、
そ
れ
を
成
長
の
糧

と
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
応
援
し
て
い
る
の
で
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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今
期
は
、
長
ら
く
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息

を
受
け
、
我
ら
青
年
神
職
に
と
っ
て
も
、
本
格

的
な
活
動
再
開
の
節
目
の
期
と
な
っ
た
。
中
で

も
、
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
取
り
組
み
が
、
多
く
の
ご
協
力
と
尽

力
の
も
と
に
実
現
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

に
は
、「
神
職
は
な
ぜ
つ
な
ぐ
の
か
」
と
い
う

問
い
に
対
す
る
、
我
ら
な
り
の
答
え
を
見
出
そ

う
と
す
る
熱
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

編
集
に
あ
た
り
、
改
め
て
「
不
易
と
流
行
」

と
い
う
言
葉
の
重
み
を
実
感
し
た
。
神
職
と
し

て
の
変
わ
ら
ぬ
使
命
や
思
い
を
継
承
す
る
こ
と

は
、
ま
さ
に
不
易
で
あ
り
、
決
し
て
揺
ら
ぐ
こ

と
の
な
い
礎
で
あ
る
。
一
方
、
現
代
と
い
う
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
活
動
を
展
開
す
る
柔
軟

さ
は
、
流
行
の
本
義
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

流
行
が
時
宜
に
か
な
う
も
の
で
あ
る
か
を
見
極

め
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
過
去
の
取
り

組
み
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。

　
「
鳥
取
神
青
通
信
」
と
い
う
形
で
活
動
の
記

録
を
残
す
こ
と
は
、
単
な
る
事
実
の
報
告
に
と

ど
ま
ら
ず
、そ
の
背
後
に
あ
る
思
い
や
、関
わ
っ

た
者
た
ち
の
志
を
次
代
へ
と
つ
な
げ
る
試
み
で

あ
る
。
こ
の
通
信
が
、
過
去
と
現
在
の
思
い
を

つ
な
ぎ
、
未
来
の
青
年
神
職
が
志
を
深
め
つ
つ

新
た
な
時
代
を
歩
む
た
め
の
礎
と
な
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
あ
る
。�（
亀
谷
神
社　

池
本
圭
一
）

　

顧
問
の
皆
様
に
は
、
御

協
賛
を
は
じ
め
、
当
会
の

諸
活
動
へ
た
く
さ
ん
の
御

助
言
を
賜
り
ま
し
た
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
問
御
芳
名

編

集

後

記

鳥取県神道青年会鳥取県神道青年会のの
ホームページホームページををご覧ください！ご覧ください！

鳥取県神道青年会HP

https://www.tottori-shinsei.org/

活動報告を随時更新して
います。通信のバックナ
ンバーも閲覧できますの
で、是非ご覧ください。
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門　

脇　　

紀　

文　

様

會　

見　　

玲　

郎　

様

吉　

田　　

武　

章　

様

米　

原　　

尊　

仁　

様

佐
々
木　　

克　

秀　

様

松　

田　　

直　

也　

様

青　

砥　　

一　

彦　

様

霧　

林　　

敦　　

様

木　

山　　

典　

明　

様

須　

山　　

倫　

史　

様

池　

本　　

靖　　

様

大　

澤　　

祥　

之　

様

今　

岡　　

靖　

史　

様

田　

中　　

正　

臣　

様

来　

海　　

紀　

彦　

様

中　

嶋　　

俊　

史　

様

　

鳥
取
県
神
道
青
年
会
の
事
業
と
し
て

鎮
物
の
頒
布
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

急
な
地
鎮
祭
が
入
り
早
急
に
鎮
物
が

必
要
な
時
や
、
沢
山
の
ロ
ッ
ト
で
の
注

文
し
か
で
き
な
い
事
に
悩
ま
れ
て
い
る

方
は
是
非
当
会
に
御
用
命
下
さ
い
。

　

各
地
域
に
在
庫
を
確
保
し
た
担
当
を

配
置
し
、
一
体
か
ら
の
注
文
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。

　

併
せ
て
大
量
発
注
も
お
受
け
い
た
し

ま
す
。

※
五
十
体
以
上
注
文
さ
れ
る
際
に
は
二
週

間
前
に
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

担
当
連
絡
先

 

東
部
●
河
上
統
一
（
白
兎
神
社
）
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中
部
●
福
田
靖　
（
照
國
神
社
）
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西
部
●
門
脇
聖
文
（
日
御
碕
神
社
）

�

０
８
５
９
ー

４
５
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０
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８

鎮
物
の
頒
布

頒
布
価
格  

一
体  

五
０
０
円 

也


